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だ要耶27与では､班頼Ji文537､研究岳文637､実践研究と実践報告が各1甘.計13甘の成果

を収枚することができた ご執事いただいた皆さまにはこの4}を借りてお礼をLPL上げます.

今年齢まT主体的 対話的で疾い学びをめざす教科用図書 ･必打の活JnJを特集テーマに設
定した.裁科m国井は -般的に r教科書)と杯されている｡日本の乍校教7日こおいては教育Zt

樫のM成に応じた教科の主たる載tTとして位Eづけら九.明治V]州の'芦1交歓帝制度のER始以拝､

現在に至るまで､児亜生徒が学習成果を修得するうえで重要な役制を果たしている｡また.各

学校の乍習摘草では r教科番を使Jnすること｣が題携づけられており､それによって教育のtB

仝均等を1(焚的に促F+し.全回的な教育水準の維持向上が目指されている.その 一方で.近年,

Ni助教材として rデジタル教科苔(教材)｣等の活用が進みつつある｡′TL校数軒が次Jn学習指斗

繋朝の'Tlす r宅体的 対話的で深い学び｣を通した学習桔軌にスタイルを転換させるなか､児

盈生徒の r'芦び)のさらなる充実をはかり､知鼓の活用および探究型′声力のr''J)Lをねらいとす

る乍邪朽叫を'̂(鬼するためには､載科苔や補助教材の活m法をいま-L#FlHい成す時期を迎えて

いるのではなかろうか｡

以 tのようIJl特兆テーマのもとに.今別こ収やした拍文は次の通りである｡rr生休的 対詣
的でi27:い′芦ぴぃ こ油L&する明治 ･大正期教育実践の分qr-笥城脈の'作例をLfJ心に-Jをはじめ

として､｢新′声門桁琳盟離のけるJT,時学校用生物教科胡への挺AL｣rrri,休的 対.TWT')で深い学

びJIの火giにrLJ･Hナた便果改t:#の推進｣にF娼わることができる教科JFのありJJを振る一日分臼y
の授累を対叔化し,教科jFと授薬づくりとのr娼わりを考えることを過して-JrRl考の活性化

をさせる授紫 外伺甘さf7;動 外国指科の教材をどう扱うのか｣｢ネットいじめ防II_lこL畑する主

体的 対話吉的で汚いJL7Y=ぴの実践～暗転型の伯報モラル教育からの転換を求めて～J.これらの

冶1,では救FIさおよびNl助教材の意茂や内容の歴史的変速.児亜生徒の′7L習流動を雌逃する活

用法の叔dlL瀬など,さまざまな立韻 視点から多角的かつ実証的な乃tiが換り広げられている｡

是非このt&仝にご -税いただくことを切に斬うばかりである.
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